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８月２９日 

小学部研究について 

 小学部では「思いを伝え合い、人とつながる授業づくり」というテーマで研究をすすめていま

す。研究教科は生活単元学習です。本研究テーマ、研究教科による研究は３年目になります。 

 

 来たる１１月２８日（水）の全体授業研究会では、小学部が公開授業を行います。公開授業研

に向けて学部全体で研究を進めており、今年度は既に７回の学部研を行いました。 

 学部研ではまず、研究テーマについて確認をしました。「思いを伝え合い、人とつながる授業と

いっても、言語によるやりとりやコミュニケーションが困難な児童はどうすればよいのか？」と

いう疑問もありましたが、これまでの小学部の授業実践を振り返る中で、言語はなくても場を介

したり、道具を介したり、教師を介したりすることで思いを伝えることはできる、人とのつなが

りを生むことができることを確認しました。これは、新学習指導要領の「主体的・対話的で深い

学び」にもつながることだと思います。 

 

 

 さらに、学部研では中学部との合同研修を行いました。２学部とも同じ生活単元学習で研究に

取り組むこと、発達という視点で小学部段階と中学部段階との連続性があることを考え、生活単

元学習の授業づくりや、発達に関する内容についてともに学びました。 

 

 小学部の研究では、昨年度の成果と課題から「実態把握」に重点をおいた授業づくりに力を入

れています。授業づくりの要となる実態把握を共通の視点で行い、児童の実態を共有化すること

が必要だと考えたからです。児童一人ひとりの「実態把握のためのシート」を作成し、実際に授

業や単元を構想する際には「授業づくりのデザインシート」を活用しています（各シートについ

て、詳しくは次のページに掲載しています。）。 

 

９月からはいよいよグループ別公開授業研究をスタートをする予定です。子ども達にとっても

教師にとっても充実した授業となるよう研究を進めていきたいと思います。 

 

 

言葉はなくても思いは伝わる、 
人とつながれる 
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【参考資料】小学部研究で使用している授業づくりのツール 

 

 

 

 

 

 


